
信州大学教育学部の
遠隔教員研修の取り組み
【①遠隔教員研修・②遠隔授業研究】

文部科学省 令和２年度「遠隔教育システムの効果的な活用に関する実証」



１．遠隔教育が必要な背景（地域や学校の現状・課題）
• 新学習指導要領では，学習の基盤としての情報活用能力や主体
的，対話的で深い学びの実現など，多様な方法で多様な学びを
実現していく必要がある。

• 一方，長野県の地理的特徴から，若手教員の育成に関する課題，
専門性の向上に関する課題，学校間連携・情報共有に関する課
題がある。

２．遠隔教育を実施する目的
• 固定的なメンバーで授業研究に取り組むのではなく，様々な場
所から多様な価値や専門性を持つ大学教員や学校現場の教員等
が参加することを通して，新学習指導要領への対応を図ること
を目的とする。

• 3タイプの取り組みにより、地理的特徴による課題を解決する
ことを目的とする。

３．遠隔教育の実施によって目指す姿・ゴール
• 教員が遠隔で授業を参観したり，研修を受講することを通して，
Withコロナ，GIGAスクールに向けてハイブリッドな学習を実現
させていくこと。

• 新たな遠隔の形「遠隔教員研修」「遠隔授業研究」の事例を提
供及び掲載すること。
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１．取り組みの背景と目的



１．接続先の概要
信州大学教育学部と飯田市立小学校の複数校
信州大学教育学部と南箕輪村立南部小学校

２．遠隔教育を行う目的
遠隔教育，GIGAスクールへの対応を
学校内で指導できる教員（ICT担当教員）の
育成及び専門性の向上

３．接続先とつないで行う活動
ICT担当教員の研修、授業研究への指導・助言
模擬授業，クラウドでの学習体験

４．効果検証計画
アンケート調査及びヒアリング

①遠隔教員研修（飯田市・南箕輪村）



• 飯田市教育委員会の取り組み
• GIGAスクール構想に関する中隔教員研修

①遠隔教員研修（飯田市・南箕輪村）



①遠隔教員研修（飯田市）

中核教員への意図的・計画的な研修を通して，学校へ広める

飯田市教育委員会（2020）



GIGAスクール構想と同じ環境で，継続して研修に取り組む

①遠隔教員研修（飯田市）

飯田市教育委員会（2020）



継続的・体験的な研修

飯田市教育委員会（2020）

①遠隔教員研修（飯田市）

体験する

繰り返し体験する

そのまま学校で取り組む・広める

取り組みを共有する

模擬授業を体験する 【中隔教員ならではの内容】



インフォーマルな研修も実施可能

①遠隔教員研修（飯田市）

飯田市教育委員会（2020）



• クラウドを容易に体験できる環境で取り組み可能

• GIGAスクール構想と同じ環境で取り組み可能

• コストが低く，継続して取り組み可能

• インフォーマルな研修・情報共有も可能

①遠隔教員研修のポイント

オンラインならではの良さを生かす

溶け込んで沁み込む


